
未来を開く宮崎県産業界
　

東
九
州

新
時
代
の
幕
が
上
が
っ
た
。
そ
の
道
筋
を
開
く
の
が
、
現
在
整
備
中
の
東
九
州
自
動
車
道
。
北

九
州
市
を
起
点
に
大
分
、
宮
崎
両
県
を
結
び
鹿
児
島
市
に
至
る
総
延
長
約
４
３
６

の
高
速
道
路
だ
。
２
０

１
６
年
春
に
は
北
九
州
市
―
宮
崎
市
間
の
開
通
を
予
定
す
る
。
東
九
州
道
は
ま
さ
に
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
。

そ
こ
で
次
代
を
開
く
産
学
官
を
代
表
す
る
メ
ン
バ
ー
の
座
談
会
を
行
い
、
県
内
外
で
進
む
新
規
事
業
開
拓
に
つ

い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

河
野
俊
嗣
氏
宮
崎
県
知
事

島
原
俊
英
氏
日
向
中
島
鉄
工
所
社
長

宮
崎
大
学
工
学
部
環
境
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
准
教
授
田
村
宏
樹
氏

山
田
孝
典
氏
山
洋
製
作
所
社
長

宮
崎
県
産
業
振
興
機
構
理
事
長
岡
村
巖
氏

出席者

司
会
日
刊
工
業
新
聞
社
西
部
支
社
長
長
野
光
博

宮
崎
県
座
談
会

宮
崎
の
底
力
発
揮
を
河
野
氏

中
核
企
業
育
成
後
押
し
岡
村
氏

東
九
州
道
開
通
へ
の
期
待

県
内
産
業
の
課
題

　
河
野
　
こ
れ
ま
で
県
内
経

済
は
家
畜
伝
染
病
・
口
蹄
疫

こ
う
て
い

や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
、
さ
ら
に
新
燃
岳
の
噴
火

と
い
っ
た
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
。

年
度
は
「
復
興
か
ら

新
た
な
成
長
へ
」
の
基
本
方

針
を
ま
と
め
、
フ
ー
ド
ビ
ジ

ネ
ス
や
メ
デ
ィ
カ
ル
関
連
な

ど
成
長
産
業
の
育
成
加
速
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
一
方
、国
全
体
で
は
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
の
効
果
で
、
景

気
回
復
の
歯
車
が
回
り
出
し

た
。
そ
の
効
果
は
県
内
経
済

の
隅
々
ま
で
行
き
届
い
て
い

な
い
が
、
総
じ
て
持
ち
直
し

の
機
運
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、

年
３
月

に
宮
崎
市
―
延
岡
市
間
の
東

九
州
道
が
開
通
。

年
春
に

は
北
九
州
ま
で
開
通
す
る
。

本
県
を
飛
躍
さ
せ
る
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
た
い
。

　
東
九
州
道
の
効
果
を
最
大

限
生
か
す
に
は
「
み
が
く
」

「
つ
な
ぐ
」
「
ま
わ
す
」
の

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
大
切

だ
。
「
み
が
く
」
は
フ
ー
ド

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
な
ど
宮
崎

の
魅
力
を
磨
い
て
地
域
の
競

争
力
を
強
化
。
県
内
外
に
情

報
を
発
信
し
て
い
く
。

　
「
つ
な
ぐ
」
は
東
九
州
道

の
時
間
短
縮
効
果
を
生
か

し
、
中
・
四
国
を
含
め
た
隣

県
な
ど
と
の
広
域
連
携
を
強

化
す
る
。
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
・
情
報
」
の
流
れ
を
他

圏
域
か
ら
取
り
込
み
た
い
。

「
ま
わ
す
」
は
県
内
の
流
動

性
を
高
め
、
経
済
の
好
循
環

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
と
り
わ
け
「
モ
ノ
づ
く

り
」
分
野
は
技
術
情
報
な
ど

を
や
り
と
り
す
る
際
に
、
取

引
先
と
の
フ
ェ
イ
ス
・
ツ
ー

・
フ
ェ
イ
ス
の
人
脈
づ
く
り

が
重
要
だ
ろ
う
。
本
県
は
他

地
域
に
負
け
な
い
魅
力
が
あ

る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
遅
れ
が
成
長
の

障
害
に
な
っ
て
い
た
。

　
東
九
州
道
の
整
備
が
進
ん

だ
こ
と
で
、
障
害
を
克
服
す

る
環
境
は
整
っ
た
。
ま
さ
に

野
球
マ
ン
ガ
で
描
か
れ
た

「
大
リ
ー
グ
ボ
ー
ル
養
成
ギ

プ
ス
」
を
脱
ぎ
捨
て
、
主
人

公
が
生
み
出
し
た
魔
球
の
よ

う
に
宮
崎
の
底
力
を
存
分
に

発
揮
す
る
時
が
き
た
。

　
―
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
山
田
　
当
社
は
自
動
車
用

ワ
イ
ヤ
ハ
ー
ネ
ス
や
電
装
部

品
の
加
工
、
組
み
立
て
メ
ー

カ
ー
。
主
に
製
品
は
県
内
の

自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

に
供
給
し
て
き
た
。

　
一
方
で
北
部
九
州
の
自
動

車
関
連
産
業
の
生
産
拡
大
に

対
応
し
て
、
北
部
九
州
の
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
販
路
開
拓

を
模
索
し
て
き
た
。
こ
う
し

た
中
で
県
が
東
九
州
道
の
開

通
を
見
据
え
、
こ
の
５
月
に

県
内
自
動
車
関
連
企
業
の
支

援
拠
点
「
自
動
車
産
業
北
部

九
州
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
オ
フ
ィ

ス
」
を
福
岡
県
豊
前
市
に
開

設
し
た
た
め
、
入
居
し
た
。

　
河
野
　
販
路
開
拓
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
か
。

　
山
田
　
東
九
州
道
の
開
通

効
果
で
宮
崎
か
ら
時
間
と
距

離
が
短
縮
で
き
た
の
は
、
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
。
北
部
九
州

の
企
業
と
連
携
な
ど
し
て
、

販
路
開
拓
を
目
指
し
た
い
。

　
島
原
　
当
社
は
食
肉
加
工

機
や
醸
造
機
械
な
ど
を
手
が

け
る
産
業
用
自
動
化
機
械
メ

ー
カ
ー
。
設
計
か
ら
保
全
ま

で
の
一
貫
体
制
を
構
築
。
こ

れ
ま
で
設
計
力
を
強
化
し
、

企
画
開
発
力
を
高
め
て
き

た
。

　
そ
の
結
果
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

製
品
の
開
発
体
制
も
整
っ
て

き
た
。
今
後
は
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
や
植
物
工
場
向
け
搬

送
機
、
自
動
化
機
械
な
ど
を

製
品
化
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
県
内
企
業
と
「
ひ
む

か
野
菜
光
房
」
を
設
立
。
農

業
分
野
に
参
入
し
た
。
門
川

町
で
豊
富
な
太
陽
光
と
清
ら

か
で
冷
た
い
地
下
水
を
使
っ

て
、
植
物
工
場
で
葉
物
野
菜

を
生
産
し
て
い
る
。

　
当
社
の
植
物
工
場
は
宮
崎

の
風
土
を
最
大
限
活
用
。
新

鮮
な
野
菜
を
年
間
通
し
て
安

定
価
格
で
提
供
で
き
る
宮
崎

に
適
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
作
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

培
っ
た
技
術
を
生
か
し
て
連

携
の
輪
を
広
げ
、
今
後
県
内

で
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
河
野
　
物
流
面
で
東
九
州

道
の
開
通
メ
リ
ッ
ト
は
期
待

で
き
ま
す
か
。

　
島
原
　
物
流
面
で
は
今

後
、
商
談
や
支
援
組
織
と
の

交
流
が
促
進
す
る
。
市
場
の

要
求
に
緊
急
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
な
ど
は
、
高

速
道
路
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
か

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
県
内
で
連
携
が
進
み
拠
点

が
増
え
れ
ば
、
高
速
道
路
と

細
島
港
を
使
っ
た
物
流
が
生

き
て
く
る
と
思
う
。

　
田
村
　
宮
崎
大
学
工
学
部

で
は

年
か
ら
医
工
、
農
工

連
携
に
つ
な
が
る
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
私
は
主
に
福
祉
、
医

療
機
器
開
発
の
基
礎
研
究
を

担
当
し
、
専
門
分
野
は
生
体

信
号
の
計
測
・
解
析
。
生
体

が
発
す
る
信
号
を
測
っ
て
病

気
の
治
癒
度
を
評
価
。
さ
ら

に
生
体
信
号
を
使
っ
た
リ
ハ

ビ
リ
機
器
を
開
発
、
研
究
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
機
器
開
発
の
一

環
で
生
体
信
号
を
使
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器

「
フ
ァ
ー
グ
」
を
延
岡
市
の

昭
和
と
共
同
開
発
し
た
。

　
河
野
　
生
体
信
号
と
は
ど

ん
な
信
号
で
す
か
。
製
品
化

は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
。

　
田
村
　
人
の
活
動
や
筋
肉

の
収
縮
、
目
の
動
き
な
ど
は

電
圧
の
変
化
と
し
て
現
れ
、

体
の
表
面
か
ら
計
測
で
き

る
。
現
在
フ
ァ
ー
グ
と
同
じ

機
器
で
製
品
化
に
ま
で
達
し

た
大
学
は
な
い
。

年

月

の
福
祉
機
器
展
を
皮
切
り
と

す
る
発
売
が
楽
し
み
だ
。

　
岡
村
　
当
機
構
は
元
気
あ

る
中
小
企
業
を
創
出
す
る
の

が
役
割
だ
。
特
に
産
業
振
興

を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
今
後

目
指
し
て
い
く
。
そ
の
た
め

に
は
県
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

振
興
構
想
や
東
九
州
メ
デ
ィ

カ
ル
バ
レ
ー
構
想
な
ど
を
力

強
く
推
進
し
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
専
門
家
に
よ

る
課
題
解
決
の
方
向
付
け
か

ら
補
助
事
業
を
使
っ
た
事
業

化
支
援
。
こ
の
ほ
か
各
種
商

談
会
や
取
引
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
の
販
路
開
拓
支
援
ま
で
、

ト
ー
タ
ル
な
企
業
支
援
を
行

う
。
６
月
は
国
の
事
業
で

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
を
開

設
し
た
。
今
後
県
内
に
サ
テ

ラ
イ
ト
拠
点
を
置
い
て
機
能

強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
―
岡
村
理
事
長
に
持
論
の

「
匠
の
連
携
」
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
す
。
こ
れ
を
基
に

本
県
産
業
の
強
み
や
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
す
。

　
岡
村
　
さ
き
ほ
ど
知
事
が

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
紹
介

さ
れ
た
。
匠
の
連
携
も
言
葉

は
違
う
が
同
じ
意
味
合
い

だ
。
優
れ
た
技
術
力
や
商
品

力
が
あ
る
企
業
、
人
。
い
わ

ゆ
る
「
匠
」
同
士
が
連
携
す

れ
ば
知
恵
が
融
合
し
、
相
乗

効
果
が
生
み
出
せ
る
。

　
本
県
産
業
の
弱
み
は
大
消

費
地
や
北
部
九
州
な
ど
の
産

業
集
積
地
へ
の
距
離
が
遠
い

こ
と
。
こ
の
た
め
県
内
企
業

は
大
市
場
で
競
争
す
る
経
験

が
相
対
的
に
少
な
く
、
技
術

力
は
高
い
が
提
案
力
や
設
計

力
、
営
業
力
が
十
分
に
育
っ

て
こ
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
強
み
は
全
国
に
誇

れ
る
農
林
水
産
物
の
素
材
の

良
さ
。
そ
し
て
人
材
の
豊
か

さ
だ
。
こ
の
強
み
を
引
き
出

し
、
フ
ー
ド
や
メ
デ
ィ
カ
ル

関
連
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
、
そ
の
成
否
は
匠
た
ち
の

連
携
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
す
で
に
連
携
は
農
商
工
、

医
療
福
祉
分
野
な
ど
で
始
ま

っ
て
お
り
、
東
九
州
道
の
整

備
に
伴
っ
て
県
内
外
に
打
っ

て
出
る
好
機
が
訪
れ
た
。
だ

が
同
時
に
県
外
か
ら
攻
め
ら

れ
る
お
そ
れ
も
出
て
き
た
。

　
県
内
企
業
に
は
技
術
や
製

品
を
も
っ
と
磨
き
、
競
争
力

あ
る
強
い
企
業
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
自
社
の
弱

み
を
連
携
で
克
服
し
、
強
い

企
業
同
士
が
連
携
す
る
こ
と

で
競
争
力
を
つ
け
た
い
。

　
こ
う
し
た
中
で
匠
の
グ
ル

ー
プ
が
提
案
力
、
営
業
力
を

発
揮
し
、
県
外
か
ら
仕
事
を

持
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
グ

ル
ー
プ
が
中
核
と
な
り
、
独

創
的
な
製
品
や
技
術
で
地
域

活
性
化
の
切
り
札
と
な
る
新

た
な
地
域
中
核
企
業
を
育
て

る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
島
原
　
確
か
に
宮
崎
の
強

み
は
豊
か
な
自
然
と
そ
の
素

材
。
農
林
水
産
分
野
の
競
争

力
は
高
く
、
基
盤
技
術
を
持

つ
中
小
企
業
も
あ
る
。
県
民

性
は
ま
じ
め
で
感
性
豊
か
。

た
く
ま
し
い
人
材
が
い
る
。

　
た
だ
生
か
し
切
れ
て
い
な

い
の
が
残
念
だ
。
市
場
戦
略

や
産
学
官
に
金
融
機
関
を
合

わ
せ
た
連
携
も
十
分
で
は
な

い
。
自
戒
を
込
め
て
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
挑
戦

す
る
経
営
者
の
起
業
家
精
神

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
可
能
性
は
広
が
る
と
思

う
。

　
こ
う
し
た
思
い
で
設
立
し

た
の
が
野
菜
光
房
。
宮
崎
の

農
業
は
良
い
物
を
作
っ
て
い

る
が
課
題
も
多
い
。
そ
の
農

業
を
産
業
と
し
て
見
直
し
、

企
業
的
手
法
で
変
革
に
挑
戦

し
た
。
目
標
管
理
な
ど
を
使

っ
て
高
効
率
、
収
益
性
の
高

い
産
業
に
変
化
で
き
な
い
か

と
試
行
錯
誤
し
た
。
農
業
者

の
仲
間
も
加
わ
り
、
異
な
る

業
種
、
業
態
が
連
携
し
て
立

ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
河
野
　
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

は
伸
び
代
が
あ
る
。

年
に

振
興
構
想
を
策
定
し
た
。
以

来
、
一
つ
の
旗
を
掲
げ
た
こ

と
で
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
窓

口
「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
相
談

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
相
談

件
数
が
増
加
。
さ
ら
に
農
水

省
が
認
定
す
る
６
次
産
業
化

の
認
定
件
数
は
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
な
る
な
ど
、
意
欲

的
な
事
業
へ
の
挑
戦
が
始
ま

っ
て
い
る
。

　
ま
さ
に

年
度
は
助
走
。

年
度
以
降
は
、
例
え
ば
県

産
牛
の
海
外
輸
出
量
な
ど

項
目
の
成
果
指
標
を
設
定

し
、
加
速
さ
せ
て
い
く
。
こ

の
秋
に
は
食
品
開
発
セ
ン
タ

ー
に
危
害
分
析
重
要
管
理
点

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
対
応
し

た
試
作
、
加
工
施
設
「
フ
ー

ド
・
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
を
開

設
す
る
。
具
体
的
な
成
果
を

出
し
て
い
き
た
い
。

　
特
に

年
は
本
県
が
チ
ョ

ウ
ザ
メ
を
完
全
養
殖
す
る
技

術
を
日
本
で
唯
一
確
立
し
た

こ
と
を
受
け
、
キ
ャ
ビ
ア

宮
崎
キ
ャ
ビ
ア
１
９
８
３

を
発
売
し
た
。
ま
さ
に
匠
の

連
携
の
賜
だ
。
今
後
ロ
ゴ

た
ま
も
の

を
含
め
た
デ
ザ
イ
ン
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
た
キ
ャ
ビ
ア

を
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ

デ
ル
と
し
て
展
開
し
た
い
。

（ ） 【企画特集】 ２０１４年 平成２６年 ７月３１日 木曜日 　　


